
 

 

 

 

 

 

 

 

 

例年、運動会を行う時期は天候が不順になることが多いのですが、暑くも寒くもなく、ほどよい

気温の中で第４２回運動会を６月１３日（土）に開催することができました。当日は午後から雨の

予報でしたが、スケジュール通りに競技が進行し、雨に当たることなく無事に全日程を終えること

ができました。競技においては、「真剣勝負！」のスローガンのもと、日々の練習の成果を発揮し

ながら、児童生徒一人一人がそれぞれのもっている個性を十分に出すことができたと思っています。

勝負においては今年度も白熱した戦いになりましたが、昨年度の雪辱を果たして僅差で紅組が勝利

を収めました。勝ち負けとは関係なく私たち見る者に大きな感動と元気を与えてくれた児童生徒達

に心より拍手を贈ります。また、運動会の当日は、朝早くから御協力をいただきました、ＰＴＡ役

員の皆様、温かい声援や応援をしていただきました保護者の皆様、そして道具の運搬などボランテ

ィアを担当していただいた地域の皆様に心から感謝を申し上げます。今後も網走養護学校の教育活

動が充実するように努めてまいりますので御協力を御願いいたします。  （文責： 佐藤純一） 
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日時 平成２７年７月２４日(金)   

１１時２５分～１３時４０分 

場所 網走養護学校寄宿舎 

内容 仮装パレード、アトラクション発表、出店、外部販売 

※外部の方に関しましては、食券の前売りはありません

ので、当日券をお求めください。 
 

編集後記  

 １学期が始まり、あっという間に３カ月が過ぎました。寒暖の差が激しい時期ですが網走養護学校の

児童生徒は、元気に行事に取り組んでいます。これからも児童生徒の様子をたくさんお届けしていきま

す。どうぞ宜しくお願い致します。                    （文責：明神） 

 

「東藻琴高校との交流会」 

 ５月２９日（金）。初夏を感じる晴天の中、東藻琴

高校との交流が行われました。司会は、本校の生徒が

行いました。東藻琴高校生による生徒紹介や苗の植え

方の紹介では、パワーポイントで丁寧に説明してくれ

ました。その後は、気持ちを込めて作った名札を交換

し、学級に分かれて交流しました。 

交流では、苗を協力して運び、東藻琴高校生のお手

本や説明を受けながら、プランターなどに植えること

ができました。また、東藻琴高校生から積極的に接し

てくれたため、笑顔が絶えない交流になりました。 

最後に東藻琴高校生が企画した「ボール運びリレ

ー」と「劇」を行いました。劇後には、使用した装飾

（折り紙のお花）をプレゼントしてくれました。 

お見送りでは、本校の児童生徒が玄関前に道を作

り、手を振ったり、お礼の言葉を言ったりしていまし

た。お互いに心に残る交流になった１日でした。 

（文責：山本） 

交通安全教室の前日までは肌寒い日が続いて

いたのですが、当日 5月 20日（水）は晴れて気

温も２０℃近くまでになり、屋外での活動を安心

して行える日和となりました。 

  網走市役所市民課市民活動係の方や網走市交

通安全指導員さん、呼人地区の交通安全指導員さ

ん、そして呼人駐在所長さんが制服姿でお見えに

なり、全校児童生徒に向けて、わかりやすいイラ

ストを使った交通ルールの説明や、各学部の代表

3名が指導員さんと横断歩道の渡り方を体験する

学習も行いました。 

  本校児童生徒会からは、クイズ形式の交通安全

ビデオを披露。見ていたみんなは正解だと思う方

を考えたり声に出したりしていました。緊張した

表情で司会を担当した役員のみなさん、お疲れさ

までした。 

  体育館での説明を聞いた後は、外に出て実際に

坂の下にある横断歩道を渡る学習をしました。押

しボタンを押し、右、左を確認、ルールを確認し

ながら安全に横断歩道を渡ったこの経験は、校外

学習や地域で過ごす時に必ず役に立つと思いま

す。（文責：平賀） 

 


